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資料６－２ 

東青地区における学校配置等の現状等 

 

１ 背景 

（１）地理的状況 

   東青地区は、青森市、平内町、今別町、蓬田村、外ヶ浜町の１市３町１村で構成さ

れ、鉄道等の状況は、東北新幹線、ＪＲ奥羽本線、ＪＲ津軽線・津軽海峡線、青い森

鉄道が交わる交通の要衝となっている。 

 

（２）産業動向 

   経済活動別構成では県全体と比べると、卸売・小売業やサービス業の割合が高く、

農業や製造業の割合が低くなっている。 

 

２ 学校規模・配置の現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 今後の中学校卒業者数の推移と全日制課程の学校規模の見込み 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

《生徒数》 

 平成３０年度から３９年度までの１０年間で７４９人が減少する見込み 

 

《学級数》 

 平成２９年度 … ５４学級 

 平成３９年度 … ３９～４１学級（H29比 １３～１５学級減） 

平成２９年度 

《全日制課程 １１校》 

 普通科等：①７学級×２校、②６学級×３校、③２学級×１校、 

      ④１学級×２校（校舎制導入校） 

 職業学科：①工業 ７学級×１校、②商業 ６学級×１校 

 総合学科：①５学級×１校 

《定時制課程 ２校》 

 普通科（３部制）：１校、工業技術科：１校 

《通信制課程 １校》 

 普通科：１校 
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〔中学校卒業（予定）者数と学級数の推移〕

（人）

※　中学校卒業予定者数は、県教育庁高等学校教育改革推進室推計値。

第３次実施計画【後期】

H29までの増減（対H25）

０人

０CL

H39までの増減（対H29）

△749人

△13CL～△15CL

中学校卒業(予定)者数

学　　　 級 　　　数

（学級）

H25までの増減（対H20)

△３０４人

△８CL

第３次実施計画【前期】

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39

中学校卒業（予定）者数 3,262 3,268 3,357 3,097 3,133 2,958 3,016 2,943 2,890 2,958 2,836 2,623 2,601 2,396 2,477 2,495 2,347 2,317 2,335 2,209

学級数 62 61 62 57 57 54 55 54 54
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〔各学校の規模の推移〕

平成20年度 平成25年度 平成29年度（第３次実施計画より）

増減学級数
募集

人数 4cl 6cl学校名 学級数
募集

人数
学級数

募集

人数

35 35 35 35 35

280

6 240

6 240

40 40 40 40

40

40 406 240
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40

30
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35 35

40 40

40 40 40 40

40 40

40

40

280

240

280

240
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240

40

40

40

40

40

40 40

40

青森

青森西

青森東

青森北

青森商業

6

1

青森南

青森東・平内

青森北・今別

1

7

6

7

6

地区計

増　減

青森中央

青森戸山

浪岡

青森工業 8

62 2,415

6

5

6
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240

200

280

230

105

4040

40

40
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40 40

40

6
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200

40

5

7 280

6 240

1 40

1 40

6 240

240

7 280

6

7 245 35

2 70 35 35

35 35 35

△8cl △300人

54 2,11554 2,115
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40 40 4040 40
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0cl
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4040
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40

0人
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35

総合学科普通科等 職業学科

740

40

4040 280

5 200 40

2
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40
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40
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＜Ｈ３９＞

　５学級　…　４校

　４学級　…　４校

　２学級　…　１校

　１学級　…　２校

※学級数の多い学校から

　学級減を行い対応した

　場合の見込

0 

0 

募集停止

0 

0 

0 

0 

0 

0 

学級減のみで対応した

場合の学校規模の見込

40 40 40 40 40

※平成２９年度の学級数は、県立高等学校教育改革第３次実施計画【後期】によるもの。平成３０年度以降の

学級数は、これまでの高等学校進学率、他県・他地区との流出入等の状況を勘案し、算出した。

学級数は全日制課程における推移を表したもの 
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資料６－２ 

西北地区における学校配置等の現状等 

 

１ 背景 

（１）地理的状況 

   西北地区は、五所川原市、つがる市、鰺ヶ沢町、深浦町、板柳町、鶴田町、中泊町

の２市５町で構成されている。鉄道等の状況としてはＪＲ五能線と津軽鉄道が生活路

線となっている。 

 

（２）産業動向 

   経済活動別構成では県全体と比べると、農業や建設業、サービス業、政府等サービ

スの割合が高く、製造業や運輸業、情報通信業の割合が低くなっている。 

 

２ 学校規模・配置の現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 今後の中学校卒業者数の推移と全日制課程の学校規模の見込み 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

《生徒数》 

 平成３０年度から３９年度までの１０年間で５０５人が減少する見込み 

 

《学級数》 

 平成２９年度 … ２７学級 

 平成３９年度 … １７～１９学級（H29比 ８～１０学級減） 

平成２９年度 

《全日制課程 １０校》 

 普通科等：①５学級×１校、②２学級×４校、③１学級×１校 

 職業学科：①農業 ４学級×１校、②工業 ４学級×１校 

 総合学科：①４学級×１校、②１学級×１校（校舎制導入校） 

《定時制課程 １校》 

 普通科：１校 



 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔中学校卒業（予定）者数と学級数の推移〕

（人）

中学校卒業(予定)者数

学　　　 級 　　　数

※　中学校卒業予定者数は、県教育庁高等学校教育改革推進室推計値。

第３次実施計画【前期】

H25までの増減（対H20)

△112人

△2cl

H29までの増減（対H25）

△159人

△5cl

第３次実施計画【後期】 （学級）

H39までの増減（対H29）

△505人

△８CL～△10CL

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39

中学校卒業（予定）者数 1,621 1,689 1,672 1,590 1,551 1,509 1,442 1,418 1,352 1,350 1,283 1,068 1,168 1,040 992 936 985 895 895 845

学級数 34 35 35 33 32 32 29 28 27
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〔各学校の規模の推移〕

平成20年度 平成25年度 平成29年度（第３次実施計画より）

学校名 学級数
募集

人数

木造 6 240

五所川原 5 200

金木 2 70

40 40 40 40

35

40

40

40 40

40 6

70

240

35 35

40

40 40

40 40 40 40

学級数
募集

人数4cl 6cl 4cl

35

35

35 35

5

2 70235

35

35

35 35 35 352

1 40

35

4040

板柳 3 105

35

35

鶴田 2 70

木造・深浦 1

鰺ヶ沢 3 105 70

35 35

0

702

0

2 70

35 35

35 35 35 35

五所川原農林 5 175 14035 35 35 35 35 35

中里 2 70 1

35 35 35 35 35350

35 35 35

41755

4 140 3535 35

△2cl △70人 △5cl △180人

地区計 34 1,250 32 1,180 27

五所川原工業 5 175 35 35 35

351053

40

5 20040 4040 40

35 35

総合学科

増減 増減

0

普通科等 職業学科

学級数
募集

人数6cl

学級減のみで対応した

場合の学校規模の見込

＜Ｈ３９＞

　２学級　…　８校

　１学級　…　２校
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※学級数の多い学校から

　学級減を行い対応した

　場合の見込
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1,000

増　減

※平成２９年度の学級数は、県立高等学校教育改革第３次実施計画【後期】によるもの。平成３０年度以降の

学級数は、これまでの高等学校進学率、他県・他地区との流出入等の状況を勘案し、算出した。

学級数は全日制課程における推移を表したもの 



 

１ 

 

資料６－２ 

中南地区における学校配置等の現状等 

 

１ 背景 

（１）地理的状況 

   中南地区は、弘前市、黒石市、平川市、西目屋村、藤崎町、大鰐町、田舎館村の３

市２町２村で構成され、鉄道等の状況としてはＪＲ奥羽本線、ＪＲ五能線、弘南鉄道

が運行している。 

 

（２）産業動向 

   経済活動別構成では県全体と比べると、サービス業や不動産業、卸売・小売業など

の割合が高く、製造業の割合が低くなっている。 

 

２ 学校規模・配置の現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 今後の中学校卒業者数の推移と全日制課程の学校規模の見込み 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

《生徒数》 

 平成３０年度から３９年度までの１０年間で６２５人が減少する見込み 

 

《学級数》 

 平成２９年度 … ４４学級 

 平成３９年度 … ３３～３５学級（H29比 ９～１１学級減） 

平成２９年度 

《全日制課程 ８校》 

 普通科等：①６学級×３校、②４学級×１校（うち１学級は看護科） 

 職業学科：①農業 ４学級×１校、②工業 ７学級×１校、 

      ③商業 ４学級×１校、 

      ④商業等 ７学級×１校（農業１学級、商業３学級、家庭２学級、 

                  スポーツ科学１学級） 

 総合学科：なし 

《定時制課程 ２校》 

 総合学科（３部制）：１校、工業技術科：１校 

《通信制課程 １校》 

 普通科：１校 
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〔中学校卒業（予定）者数と学級数の推移〕

（人） （学級）

※　中学校卒業予定者数は、県教育庁高等学校教育改革推進室推計値。

中学校卒業(予定)者数

学　　　 級 　　　数

H25までの増減（対H20)

△272人

△5cl

H29までの増減（対H25）

△307人

△6cl

H39までの増減（対H29）

△625人

△9CL～△11CL

第３次実施計画【後期】第３次実施計画【前期】

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39

中学校卒業（予定）者数 3,122 3,067 3,150 2,838 2,893 2,850 2,719 2,582 2,549 2,543 2,355 2,394 2,217 2,089 2,118 1,980 1,965 1,959 1,879 1,918

学級数 55 55 55 51 51 50 48 45 44
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〔各学校の規模の推移〕

平成20年度 平成25年度 平成29年度（第３次実施計画より）

弘前中央 6 240

6 2407

240

40

40 40 40 40 40 40

弘前 7 280

40 40 40 40 4066

240

40 40 40 40 40 40

40 40

弘前南・大鰐 1 40

6 2406

募集停止

弘前南 6 240 40 40 40 40 40 40 40 40

70

40

黒石 5 200

2 35 35

40 40 40 0 

岩木 3 105

16045 20040 40 40 40 40 40 40

△2 

0 

尾上総合 2 80 40 40

柏木農業 4 140

7 2452457 △1 

1401404

40 40 40 40 40 40

35 35 35 35 35 35 35 35 35 35 35 35

弘前実業 8 320 320840 40 40 40 40 40 40 40

0 

40

40 40

1

40 40

40 40

4 160 40 404 160 4040

40 40

40 40

1,705

40 40

40 40 40

35

増　減 △5cl △190人 △6cl △230人

地区計 55 2,125 50 1,935 44

黒石商業 4 160

40 40 40 40 40 40

35 35 35

弘前実業・藤崎 1 40

弘前工業 8 280

40

募集停止

40 40 40 40

40

40

3535 35 35 35 35 35 35 35 35 35 35

35 35

40 400 

0 募集停止

40 40 40 40 407 28040 40

6cl

募集停止

4cl

40 40

0 

0 

△1 

△1 

4

35

40 40 40

35

学校名 学級数
募集

人数
学級数

募集

人数
学級数

募集

人数4cl 6cl 4cl 6cl 増減

△1 

△1 

0 

△1 

0 

0 

0 

△2 

△1 

0 

増減

0 

0 

40 40 40 40 40 40 40 400 

35 35 35 35 35

＜Ｈ３９＞

　５学級　…　２校

　４学級　…　６校

※学級数の多い学校から

　学級減を行い対応した

　場合の見込

280

40

普通科等 職業学科 総合学科

240

学級減のみで対応した

場合の学校規模の見込

※平成２９年度の学級数は、県立高等学校教育改革第３次実施計画【後期】によるもの。平成３０年度以降の

学級数は、これまでの高等学校進学率、他県・他地区との流出入等の状況を勘案し、算出した。

学級数は全日制課程における推移を表したもの 



 

１ 

 

資料６－２ 

上北地区における学校配置等の現状等 

 

１ 背景 

（１）地理的状況 

   上北地区は、十和田市、三沢市、野辺地町、七戸町、六戸町、横浜町、東北町、六

ヶ所村、おいらせ町の２市６町１村で構成され、鉄道等の状況としては東北新幹線、

青い森鉄道、ＪＲ大湊線が運行。 

 

（２）産業動向 

   経済活動別構成では県全体と比べると、製造業、農業の割合が高く、サービス業や

卸売・小売業、政府等サービス、不動産業などの割合が低くなっている。 

 

２ 学校規模・配置の現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 今後の中学校卒業者数の推移と全日制課程の学校規模の見込み 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

《生徒数》 

 平成３０年度から３９年度までの１０年間で４５９人が減少する見込み 

 

《学級数》 

 平成２９年度 … ４３学級 

 平成３９年度 … ３３～３５学級（H29比 ８～１０学級減） 

平成２９年度 

《全日制課程 １１校》 

 普通科等：①６学級×２校、②４学級×１校（うち１学級は家庭科）、 

      ③３学級×１校、④２学級×２校、 

      ⑤２学級×１校（うち１学級は商業科） 

 職業学科：①農業 ５学級×１校、②工業 ５学級×１校、 

      ③商業 ４学級×１校 

 総合学科：①４学級×１校 

《定時制課程 １校》 

 普通科：１校 
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〔中学校卒業（予定）者数と学級数の推移〕

（人）

※　中学校卒業予定者数は、県教育庁高等学校教育改革推進室推計値。

学　　　 級 　　　数

中学校卒業(予定)者数

第３次実施計画【前期】

H25までの増減（対H20)

△168人

△5cl

H29までの増減（対H25）

△150人

△3cl

H39までの増減（対H29）

△459人

△8CL～△10CL

第３次実施計画【後期】 （学級）

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39

中学校卒業（予定）者数 2,287 2,222 2,204 2,232 2,128 2,119 2,148 2,052 1,996 1,969 1,901 1,807 1,723 1,647 1,577 1,656 1,661 1,523 1,590 1,510

学級数 51 49 49 49 47 46 46 44 43
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〔各学校の規模の推移〕

平成20年度 平成25年度 平成29年度（第３次実施計画より）

十和田西 2 70

6640 40 40

増減

三本木 6 240 240

総合学科

4cl 6cl 4cl 6cl

4040 40

学校名 学級数
募集

人数
学級数

募集

人数
学級数

募集

人数

4

40 40 40

70

40 4040 40 40 40 40 40 40 40 0 

三沢 7 280

2 702

240 2406

35 35

40 4040 40 40

35 35

野辺地 4 160 40 40 40 40

百石 5 200 40

七戸 4 160

七戸・八甲田 1 40

六戸

0 40

2106 35

3 105

三本木農業 6 210

702六ヶ所 2 70

35 35

40 40 40 405 200

十和田工業 6 210

40

35 35 35

三沢商業 5 200 40 40 40 40

35

4 160

1,640

40 40 40 40

35 3535 351755 35

増　減 △5cl △190人 △3cl △115人

地区計 51 1,945 46 1,755 43

3 120

40 40

40 40

40

40 40 40 40 40 4016040 40

40 40 40 40

40 40 40 40

4

40 40 40

35

35

175

35 35 35

35 35

35

535

2

4 160 40

35 35 35

35 35

35

35702

5 35 35 35

40 40 40 40

35 35

4 160

40

160

70

募集停止

35 35 35

40 40

6cl

職業学科普通科等

増減 4cl

6 40 40 40

40 40

40

40 40

35 35

35 35 35 3535175

2 70

0 

△1 

0 

0 

0 

40

35

0 △1 

0 

0 

△1 

0 

△1 

0 

0 

△1 

△1 

35

0 

40 40

35 35

4 160

35

＜Ｈ３９＞

　４学級　…　４校

　３学級　…　４校

　２学級　…　３校

※学級数の多い学校から

　学級減を行い対応した

　場合の見込

4040

240

学級減のみで対応した

場合の学校規模の見込

△1 

0 

△1 

0 

0 

※平成２９年度の学級数は、県立高等学校教育改革第３次実施計画【後期】によるもの。平成３０年度以降の

学級数は、これまでの高等学校進学率、他県・他地区との流出入等の状況を勘案し、算出した。

学級数は全日制課程における推移を表したもの 



 

１ 

 

資料６－２ 

下北地区における学校配置等の現状等 

 

１ 背景 

（１）地理的状況 

   下北地区は、むつ市、大間町、東通村、風間浦村、佐井村の１市１町３村で構成さ

れ、鉄道等の状況としてはＪＲ大湊線が運行。 

 

（２）産業動向 

   経済活動別構成では県全体と比べると、電気・ガス・水道業、政府等サービスや建

設業の割合が高く、製造業やサービス業の割合が低くなっている。 

 

２ 学校規模・配置の現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 今後の中学校卒業者数の推移と全日制課程の学校規模の見込み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

《生徒数》 

 平成３０年度から３９年度までの１０年間で１７６人が減少する見込み 

 

《学級数》 

 平成２９年度 … １７学級 

 平成３９年度 … １２～１４学級（H29比 ３～５学級減） 

平成２９年度 

《全日制課程 ５校》 

 普通科等：①５学級×１校、②２学級×１校、③１学級×１校（校舎制導入校） 

 職業学科：①工業 ４学級×１校 

 総合学科：①５学級×１校 

《定時制課程 １校》 

 普通科：１校 



 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔中学校卒業（予定）者数と学級数の推移〕

（人）

※　中学校卒業予定者数は、県教育庁高等学校教育改革推進室推計値。

中学校卒業(予定)者数

学　　　 級 　　　数

第３次実施計画【前期】

H25までの増減（対H20)

△114人

△2cl

H29までの増減（対H25）

△82人

△1cl

第３次実施計画【後期】

H39までの増減（対H29）

△176人

△3CL～△5CL

（学級）

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39

中学校卒業（予定）者数 896 865 817 839 837 782 792 751 700 700 698 658 584 574 587 538 599 518 572 524

学級数 20 20 19 20 19 18 18 18 17
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1,000

〔各学校の規模の推移〕

平成20年度 平成25年度 平成29年度（第３次実施計画より）

40 40 4040 40 40 40 40 40△1 

普通科等 職業学科 総合学科

学級数
募集

人数増減

200

田名部 6 240

200

40 40 40 40

40 40 40 40 40

学校名 学級数
募集

人数
学級数

募集

人数

40 40

増減

田名部・大畑 1 40

5

40

200大湊 5

175 35 35 35

1

70

大湊・川内 1 40 40 4040

175むつ工業 5 35 35

2大間 2 70 35 3535 35

35 35

650

増　減 △2cl △80人 △1cl △35人

地区計 20 765 18 685 17

355 35 35

40 4040 40 405 40 40 40 40 40

354 1400 

2 70

0 

0 

0 

35 35 35

1 40

△1 

4cl 6cl 4cl 6cl

0 

0 

4cl 6cl

募集停止

40 5 200200

35 35

40

5 0 

0 

0 

△1 

学級減のみで対応した

場合の学校規模の見込

＜Ｈ３９＞

　４学級　…　１校

　３学級　…　２校

　２学級　…　１校

　１学級　…　１校

※学級数の多い学校から

　学級減を行い対応した

　場合の見込

※平成２９年度の学級数は、県立高等学校教育改革第３次実施計画【後期】によるもの。平成３０年度以降の

学級数は、これまでの高等学校進学率、他県・他地区との流出入等の状況を勘案し、算出した。

学級数は全日制課程における推移を表したもの 



 

１ 

 

資料６－２ 

三八地区における学校配置等の現状等 

 

１ 背景 

（１）地理的状況 

   三八地区は、八戸市、三戸町、五戸町、田子町、南部町、階上町、新郷村の１市５

町１村で構成され、鉄道等の状況としては東北新幹線、青い森鉄道、ＪＲ八戸線が運

行。 

 

（２）産業動向 

   経済活動別構成では県全体と比べると、製造業、卸売・小売業、運輸業、サービス

業の割合が高く、建設業や政府等サービスの割合が低くなっている。 

 

２ 学校規模・配置の現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 今後の中学校卒業者数の推移と全日制課程の学校規模の見込み 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

《生徒数》 

 平成３０年度から３９年度までの１０年間で５２９人が減少する見込み 

 

《学級数》 

 平成２９年度 … ４４学級 

 平成３９年度 … ３６～３８学級（H29比 ６～８学級減） 

平成２９年度 

《全日制課程 １１校》 

 普通科等：①６学級×３校、②５学級×１校、③２学級×２校、 

      ④１学級×１校、 

 職業学科：①農業 ３学級×１校、②工業 ７学級×１校、 

      ③商業 ３学級×１校、④水産 ３学級×１校 

 総合学科：なし 

《定時制課程 ２校》 

 普通科（３部制）：１校、工業技術科：１校 

《通信制課程 １校》 

 普通科：１校 

 



 

２ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔中学校卒業（予定）者数と学級数の推移〕

（人）

※　中学校卒業予定者数は、県教育庁高等学校教育改革推進室推計値。

中学校卒業(予定)者数

学　　　 級 　　　数

第３次実施計画【前期】

H25までの増減（対H20)

△423人

△10cl

H29までの増減（対H25）

△229人

△4cl

第３次実施計画【後期】

H39までの増減（対H29）

△529人

△6CL～△8CL

（学級）

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39

中学校卒業（予定）者数 3,519 3,465 3,522 3,361 3,275 3,096 3,132 2,937 2,940 2,867 2,783 2,728 2,498 2,362 2,440 2,353 2,313 2,254 2,261 2,338

学級数 58 55 56 52 51 48 49 46 44
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〔各学校の規模の推移〕

平成20年度 平成25年度 平成29年度（第３次実施計画より）

6cl 4cl学校名 学級数

職業学科 総合学科普通科等

募集

人数
学級数

募集

人数
学級数6cl 増減 増減

八戸 7 280 240

八戸東 5 190

6

640 40 40 40

4cl

40 4040 40 40 40 40

4cl 6cl

240

230 40 40 40 40

40 40 4040

40

40 40 40230

40 40 40

40 40

200

0 

6 240 40

40

八戸北

八戸北・南郷 1 40

八戸南 5 200

6 40240

1

40404040

田子 2 70

五戸 3 105

35 35

3535 35 35

702

702

三戸 3 105 353570235

南部工業 2 70

3 1051053名久井農業 3 105

35 35

八戸商業 4 140 35 35 35 4035 1604 40 40

増　減 △10cl △355人 △4cl △145人

地区計 58 2,165 48 1,810 44

△1 

1,665

35

35

35 35

40 40 40

35

3 105 35

120

35 35 35

35 35

40 40 40 40 40

3535 35 35 35

△2 

140 35八戸水産 4 140 35 35 35 35

八戸工業 8 280 35 35 35 35 35 35 35 35 7 245 35 35

4

40

△1 7 24535 35

募集停止

0 

35 35 35 35

3

702△1 

6 240 40 40 0 40

2005

4040

630

6 △1 40 40 40 40 40 40

30 1 

40 40

40 40 40

八戸西 5 2005

35 35

募集停止

0 

△5 

404040404040

△1 2 70 35 35

0 

0 

0 

△1 

0 

0 

0 

0 

△1 

0 

△1 

0 

0 

0 

35 35

3535

0 35

0 

1 40 40

35

40 40 40

40

40 40 40

募集停止

40

※学級数の多い学校から

　学級減を行い対応した

　場合の見込

35 35 35

募集

人数

40 40 40 40

30

学級減のみで対応した

場合の学校規模の見込

＜Ｈ３９＞

　５学級　…　３校

　４学級　…　２校

　３学級　…　３校

　２学級　…　２校

　１学級　…　１校

35

※平成２９年度の学級数は、県立高等学校教育改革第３次実施計画【後期】によるもの。平成３０年度以降の

学級数は、これまでの高等学校進学率、他県・他地区との流出入等の状況を勘案し、算出した。

学級数は全日制課程における推移を表したもの 


